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禁止を並べず、学びやすい使い方を決める
小学校全学年、学級活動/学期初め/端末持ち帰り前

文科省の実践例を参考に、児童自身が学習端末の使い方を考える話し合いを行う。

そのまま使える手順
1. 端末で助かった学習場面を一つ思い出す。

2. 困った場面を個人が特定されない形で出す。

3. 「学習が進む使い方」「困った時の助けの求め方」を小グループでまとめる。

4. 学級で試す約束を2〜3個だけ選び、期間を決めて試す。

5. 次回、役立ったか/変えるかを児童と振り返る。

確認欄

児童の意見から作る □ 具体的で観察できる約束 □ 困った時の相談先 □ 定期的な見直し □

根拠・公式資料
文部科学省等の公式資料を開く

文部科学省等の公式資料を開く

https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/casestudy/14.html
https://www.mext.go.jp/zyoukatsu/moral/casestudy/3.html

